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日
、「
Ａ
Ｉ
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

の
展
開

：

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
か
ら
社
会
変
革
へ
」
を
テ
ー
マ

に
２
０
２
４
年
度
第
２
回
一
橋
大
学
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

開
催
さ
れ
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
Ａ
Ｉ
の
開
発
・
活
用
に

携
わ
る
専
門
家
が
登
壇
。
先
端
技
術
の
動
向
や
そ
の
産
業

へ
の
応
用
、
規
制
・
法
的
課
題
な
ど
に
つ
い
て
多
角
的
に

議
論
し
た
。
モ
デ
レ
ー
タ
ー
は
、
一
橋
大
学
大
学
院
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
特
任
講
師
の
佐
野

仁
美
氏
が
務
め
た
。
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一
橋
大
学
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
・
研
究
科
は

２
０
２
３
年
４
月
に
新
設
さ
れ
た
。

本
学
が
伝
統
的
に
強
み
を
持
つ
社

会
科
学
と
先
進
的
な
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
を
融
合
す
る
こ
と
で
、
社

会
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
課
題
解
決
に
貢

献
す
る
。
文
理
共
創
の
学
部
・
研

究
科
の
誕
生
は
、
本
学
に
と
っ
て

歴
史
的
な
出
来
事
だ
。

２５
年
４
月
に
は
博
士
課
程
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。
学
部
、
修
士
、
博

士
課
程
が
す
べ
て
そ
ろ
っ
て
一
橋

大
学
１
５
０
周
年
を
迎
え
ら
れ
る

の
は
う
れ
し
い
。 渡

部
敏
明
氏

文
理
共
創
の
学
部
・
研
究
科

　
当
社
は
損
害
保
険
会
社
と
し
て

事
故
や
災
害
の
被
害
者
に
寄
り
添

う
た
め
、
人
と
デ
ジ
タ
ル
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
・

高
度
化
を
進
め
て
い
る
。

　
例
え
ば
企
業
向
け
保
険
の
引
き

受
け
判
断
で
は
、
保
険
料
の
見
積

も
り
に
必
要
な
情
報
を
航
空
写
真

や
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
か
ら
自
動

的
に
収
集
し
、Ａ
Ｉ
で
精
査
し
て
い

る
。
人
力
で
は
難
し
い
作
業
も
効

率
化
・
高
度
化
で
き
る
。

　
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
経
営
も
推
進

し
て
い
る
。
例
え
ば
お
客
様
の
声

と
契
約
デ
ー
タ
な
ど
を
関
連
付
け

て
分
析
し
、
改
善
策
を
実
行
。
そ

の
結
果
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
。

セ
グ
メ
ン
ト
別
の
収
益
管
理
な
ど

で
収
益
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ａ
Ｉ
は
使
用
す
る
デ
ー
タ
の
偏

り
や
誤
り
な
ど
に
よ
り
問
題
が
生

じ
得
る
。
Ａ
Ｉ
の
安
全
性
を
担
保

す
る
に
は
、
リ
ス
ク
を
受
容
可
能

な
水
準
に
ま
で
抑
え
つ
つ
、
価
値

を
最
大
化
す
る
Ａ
Ｉ
ガ
バ
ナ
ン
ス

が
必
要
だ
。

日
本
政
府
は
Ａ
Ｉ
の
安
全
性
に

関
す
る
評
価
手
法
や
基
準
の
検
討
・

推
進
を
行
う
組
織
と
し
て
「
Ａ
Ｉ

セ
ー
フ
テ
ィ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー

ト（
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
）」を
設
立
し
た
。
関

係
省
庁
・
機
関
、
企
業
・
団
体
、

海
外
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
活
動

し
て
い
く
。

　
規
制
は
ブ
レ
ー
キ
で
は
な
く
、

進
む
べ
き
道
を
示
す
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
だ
。
そ
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

思
い
切
り
ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
で
フ

ル
活
用
で
き
る
。

　
Ａ
Ｉ
デ
ー
タ
の
活
用
に
は
人
材

育
成
も
欠
か
せ
な
い
。
大
学
の
役

割
に
期
待
し
た
い
。

村上 明子氏

損害保険ジャパン（株）
執行役員

Chief Data Officer／
データドリブン
経営推進部長

　
プ
リ
フ
ァ
ー
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ス
グ
ル
ー
プ
は
Ａ
Ｉ
チ
ッ
プ
の
開

発
や
計
算
基
盤
の
構
築
、
生
成
Ａ

Ｉ
基
盤
モ
デ
ル
の
開
発
な
ど
に
取

り
組
み
、
競
争
力
の
高
い
Ａ
Ｉ
技

術
の
産
業
応
用
を
進
め
て
い
る
。

プ
ラ
ン
ト
自
動
運
転
の
研
究
開
発

や
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
知
能
化
、

創
薬
な
ど
活
用
領
域
は
幅
広
い
。

　
経
済
産
業
省
と
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

産
業
技
術
総
合
開
発
機
構（
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
）の
支
援
を
受
け
て
開
発
し
た
国

産
の
大
規
模
言
語
モ
デ
ル
（
Ｌ
Ｌ

Ｍ
）「
Ｐ
Ｌ
ａ
Ｍ
ｏ（
プ
ラ
モ
）」
は
、

海
外
の
有
力
Ｌ
Ｌ
Ｍ
を
し
の
ぐ
日

本
語
性
能
を
達
成
し
て
い
る
。
商

用
版
「
Ｐ
Ｌ
ａ
Ｍ
ｏ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｍ
ｅ
」

の
提
供
を
始
め
、
徐
々
に
利
用
が

進
ん
で
い
る
。

　
Ｐ
Ｌ
ａ
Ｍ
ｏ
と
画
像
認
識
モ
デ

ル
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
マ
ル
チ

モ
ー
ダ
ル
基
盤
は
、
自
動
運
転
な

ど
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
に
貢
献
す

る
。
自
動
車
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
製
造

装
置
な
ど
末
端
の
端
末
で
も
動
作

す
る
よ
う
に
し
た
小
規
模
言
語
モ

デ
ル（
Ｓ
Ｌ
Ｍ
）も
開
発
し
た
。

　
基
盤
モ
デ
ル
を
用
い
、
書
類
の

チ
ェ
ッ
ク
や
適
し
た
材
料
の
探
索

な
ど
、
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
独
自
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供

も
始
め
て
い
る
。
自
律
搬
送
ロ
ボ

ッ
ト
「
カ
チ
ャ
カ
」
は
、
必
要
な
物

を
必
要
な
場
所
に
ガ
イ
ド
レ
ス
で

運
べ
る
。
小
型
で
簡
単
に
操
作
で

き
、
歯
科
医
院
や
飲
食
店
、
工
場

な
ど
様
々
な
場
所
で
利
用
さ
れ
始

め
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
Ａ
Ｉ
技
術
は
実
際

の
業
務
や
生
活
に
使
わ
れ
始
め
て

い
る
。
人
手
不
足
の
解
決
や
様
々

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
サ
ー
ビ
ス
の

開
発
に
期
待
が
か
か
る
。

岡野原 大輔氏

（株）Preferred Networks
共同創業者、
代表取締役

最高研究責任者

七
丈
　
今
後
の
技
術
開
発
の
ポ

イ
ン
ト
は
。
ど
の
よ
う
に
優
位
性

を
つ
く
る
か
。

岡
野
原
　
日
本
の
課
題
を
念
頭

に
置
い
て
開
発
し
た
い
。
例
え
ば

各
社
の
膨
大
な
手
書
き
デ
ー
タ
な

ど
を
Ｌ
Ｌ
Ｍ
で
解
析
す
れ
ば
、
商

品
開
発
力
の
強
化
な
ど
に
つ
な
げ

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
自
社
専
用
の
Ａ
Ｉ
モ
デ

ル
を
構
築
・
運
用
す
る
た
め
の
基

盤
も
必
要
に
な
る
。

村
上
　
こ
れ
ま
で
各
部
署
が
好

き
勝
手
に
蓄
積
し
て
い
た
デ
ー
タ

を
Ａ
Ｉ
で
使
え
る
形
に
し
て
お
く

こ
と
が
大
事
だ
。
私
は
こ
れ
を「
Ａ

Ｉ
レ
デ
ィ
な
デ
ー
タ
」と
呼
ん
で
い

る
。
デ
ー
タ
を
見
る
能
力
と
応
用

を
考
え
る
能
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

備
え
た
人
材
の
育
成
も
欠
か
せ
な

い
。小

町
　
本
学
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
・
研
究

科
で
は
、
学
部
１
年
生
か
ら
デ
ー

タ
を
収
集
す
る
訓
練
を
始
め
、
２

年
生
で
は
実
践
的
な
分
析
手
法
を

学
ぶ
。
３
年
生
に
な
る
と
企
業
や

政
策
決
定
機
関
で
構
造
化
さ
れ
て

い
な
い
デ
ー
タ
を
含
め
て
現
実
の

組
織
で
の
活
用
を
考
え
て
い
く
。

七
丈
　
今
後
の
Ａ
Ｉ
展
望
は
。

小
町
　
Ａ
Ｉ
が
様
々
な
端
末
に

搭
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
が
本
格
化
す
る
。
そ
こ
で
は
大

学
や
企
業
が
連
携
し
て
知
見
を
共

有
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
勉

強
会
な
ど
を
通
じ
て
人
材
レ
ベ
ル

で
交
流
を
つ
く
る
意
義
は
大
き
い
。

岡
野
原
　
ユ
ー
ザ
ー
の
代
理
人

の
よ
う
に
業
務
を
処
理
で
き
る

「
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
の
活
用
が
進
む

だ
ろ
う
。
自
動
運
転
は
生
成
Ａ
Ｉ

を
基
盤
に
開
発
さ
れ
た
も
の
が
出

て
く
る
。
長
い
目
で
見
る
と
人
々

が
日
常
的
に
生
活
や
仕
事
で
使
う

よ
う
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
登

場
す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。
課
題

大
国
で
あ
る
日
本
に
は
多
く
の
需

要
が
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に
通
用

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
で
き
る
か

が
勝
負
だ
。

七
丈
　
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
ル
ー
ル

づ
く
り
の
現
状
に
つ
い
て
。

生
貝
　
こ
れ
ま
で
Ａ
Ｉ
は
情
報

を
処
理
す
る
機
械
だ
っ
た
。
そ
の

法
的
リ
ス
ク
は
製
品
の
安
全
性
や

雇
用
・
融
資
な
ど
で
差
別
を
し
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
が
中
心

だ
っ
た
。
生
成
Ａ
Ｉ
の
登
場
に
よ

り
、
学
習
デ
ー
タ
の
公
表
や
生
成

コ
ン
テ
ン
ツ
の
判
別
可
能
性
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
Ａ
Ｉ
法
で

は
規
制
の
大
枠
を
決
め
て
、
実
務

的
な
部
分
は
技
術
規
格
や
行
動
規

範
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

グ
ロ
ー
バ
ル
に
共
通
す
る
流
れ
に

な
る
だ
ろ
う
。
世
界
的
企
業
が
集

ま
る
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
多

数
の
Ａ
Ｉ
規
制
法
が
州
議
会
を
通

過
し
て
い
る
。
焦
点
は
Ａ
Ｉ
に
よ

る
生
成
コ
ン
テ
ン
ツ
の
判
別
可
能

性
や
デ
ィ
ー
プ
フ
ェ
イ
ク
に
関
す

る
ル
ー
ル
だ
。

村
上
　
Ａ
Ｉ
を
開
発
し
て
海
外

展
開
す
る
企
業
は
世
界
の
動
向
を

注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
ル
ー
ル

づ
く
り
の
現
場
に
日
本
企
業
も
参

加
し
て
ほ
し
い
。Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
と
し
て

も
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

七
丈
　
ル
ー
ル
を
巡
る
課
題
は

ビ
ジ
ネ
ス
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
て
い
る
か
。

岡
野
原
　
グ
ロ
ー
バ
ル
で
販
売

す
る
可
能
性
が
あ
る
製
品
に
つ
い

て
は
、
最
も
厳
し
い
規
制
に
合
わ

せ
て
考
え
ざ
る
を
得
な
い
面
は
あ

る
。
法
律
に
限
ら
ず
、
こ
れ
を
や

る
と
炎
上
す
る
と
い
っ
た
事
柄
は

そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
に
存
在
す
る
。

だ
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
製
品
を
１
つ

つ
く
っ
た
よ
う
に
見
え
て
も
、
各

国
の
事
情
に
合
わ
せ
た
ロ
ー
カ
ラ

イ
ズ
が
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
相

手
国
の
法
律
や
文
化
に
詳
し
い

パ
ー
ト
ナ
ー
と
組
む
こ
と
も
必
要

に
な
る
だ
ろ
う
。

七
丈
　
大
学
で
は
ど
の
よ
う
に

教
育
で
扱
っ
て
い
く
か
。

小
町
　
本
学
は
学
部
間
の
垣
根

が
低
く
、
複
数
の
視
点
を
在
学
中

に
身
に
付
け
ら
れ
る
。
留
学
生
も

多
い
。
自
分
と
異
な
る
価
値
観
や

文
化
を
肌
で
感
じ
る
機
会
を
通
じ

て
、
自
分
の
価
値
観
や
行
動
様
式

を
不
断
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
大
事
だ
。

生
貝
　
文
系
の
学
生
も
最
新
の

技
術
を
勉
強
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
し
て
、
ル
ー
ル
づ
く
り
に
主
体

的
に
関
わ
れ
る
「
人
」
を
育
て
る
こ

と
が
重
要
だ
。

七
丈
　
一
橋
大
学
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
・
研
究

科
へ
の
期
待
を
。

岡
野
原
　
文
理
融
合
で
全
体
観

を
持
つ
人
材
を
育
て
る
良
い
試
み

だ
と
思
う
。
社
会
に
出
て
か
ら
も

学
び
、
変
化
を
続
け
て
、
変
革
を

リ
ー
ド
で
き
る
よ
う
な
人
を
育
て

て
ほ
し
い
。

村
上
　
大
学
で
学
ん
だ
考
え
方

や
方
法
論
は
一
生
の
武
器
に
な
る

と
思
う
。
今
後
、Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
言

葉
の
壁
は
さ
ら
に
低
く
な
る
。
世

界
の
中
で
自
分
の
意
見
を
主
張
し
、

交
渉
で
き
る
人
材
を
出
し
て
ほ
し

い
。

シシシシ仁仁仁

産業応用や法的課題に焦点産業応用や法的課題に焦点産業応用や法的課題に焦点

変
わ
り
続
け
ら
れ
る
「
人
」
育
成

一
橋
大
学
大
学
院

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
長

開
会
の
挨
拶

開
会
開
会
開
会
開
会
開
会
開
会
開
会
開
会
開
会
開

の
挨
の
挨
の
挨
の
挨
の
挨
の
挨挨挨
拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶

開
会
の
挨
拶

開
会
の
挨
拶

基調講演② 基調講演①
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安全確保しフル活用 国産の大規模言語モデル

七丈 直弘氏

一橋大学大学院
ソーシャル・データサイエンス

研究科 教授

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

パ
ネ
リ
ス
ト

小町 守氏

一橋大学大学院
ソーシャル・データサイエンス

研究科 教授

生貝 直人氏

一橋大学大学院
法学研究科

ビジネスロー専攻 教授

（基調講演に登壇）

村上 明子氏岡野原 大輔氏

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
学
部
・
研
究
科
の
設
置
は
前

学
長
・
蓼
沼
宏
一
氏
の
英
断
だ
っ

た
と
思
う
。
学
部
の
新
設
に
合
わ

せ
る
よ
う
に
生
成
Ａ
Ｉ
の
大
き
な

波
が
来
た
。
新
学
部
・
研
究
科
は

我
々
の
意
図
を
超
え
る
よ
う
な
役

割
、
可
能
性
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
帯

び
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
Ａ
Ｉ
の
進
化
は
日
進
月
歩
で
、

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
次
ぐ
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
が
必
要
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、

時
に
は
立
ち
止
ま
っ
て
じ
っ
く
り

考
え
、
話
し
合
う
こ
と
も
必
要
な

の
で
は
な
い
か
。
　

時
に
は
立
ち
止
ま
っ
て
議
論
を

中
野
聡
氏

一
橋
大
学
学
長

一

閉
会
の
挨
拶

閉
会
閉
会
閉
会
閉
会
閉
会
閉
会
閉
会
閉
会
閉
会
の
挨
の
挨
の
挨
の
挨
の
挨
の
挨挨挨
拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶

閉
会
の
挨
拶

閉
会
の
挨
拶

佐野 仁美氏

＜モデレーター＞
一橋大学大学院

ソーシャル・データサイエンス研究科
特任講師
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